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平成２８年生駒市教育委員会第１回臨時会会議録 

 

１ 日 時 平成２８年１月５日(火) 午前９時３０分～午前１０時１７分 

 

２ 場 所 生駒市役所 ４０１・４０２会議室 

 

３ 審査事項 

(1) 生駒市総合教育会議について 

(2) 学校給食における異物混入について 

(3) 平成２７年生駒市議会第５回（１２月）定例会提出議案の結果について 

 

４ 出席委員 

教育長  中 田 好 昭 

委 員（教育長職務代理者）山 本 吉 延    委 員  飯 島 敏 文 

委 員          上 田 信 行    委 員  寺 田 詩 子 

委 員          神 澤   創    委 員  浦 林 直 子 

委 員          坪 井 美 佐    委 員  レイノルズあい 

 

５ 事務局職員出席者 

教育総務部長    峯 島   妙    生涯学習部長    奥 畑 行 宏 

こども健康部長   上 野 和 久    教育総務課長    真 銅   宏 

教育指導課長    吉 村   茂    学校給食ｾﾝﾀｰ所長  奥 田   茂 

生涯学習課長    西 野   敦    ｽﾎﾟｰﾂ振興課長    杉 浦 弘 和 

こども課長     吉 川 和 博    教育総務課課長補佐 藤 本 清 夫 

教育総務課課長補佐 井 上 博 司    教育指導課課長補佐 吉 川 祐 一 

生涯学習課課長補佐 錦   好 見    ｽﾎﾟｰﾂ振興課課長補佐 黒 松 裕喜伸 

教育総務課（書記） 松 井   恵 

 

６ 傍聴者 ９名 
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午前９時３０分 開会 

○開会宣告 

 

○教育委員会事務局職員の挨拶 

 

○教育委員会委員の紹介 

 

○日程第１ 会期及び会議時間の決定 

 

○日程第２ 議席の決定について 

結果 【別紙議席配置図のとおり決定】 

 

○日程第３ 諸般報告 

・１月行事予定について、真銅教育総務課長、西野生涯学習課長から説明 

（質疑） なし 

 

○日程第４ 報告第１号 生駒市総合教育会議について 

・生駒市総合教育会議について、峯島教育総務部長から説明 

（質疑） なし 

審議結果 【報告のとおり承認】 

 

○日程第５ 報告第２号 学校給食における異物混入について 

・学校給食における異物混入について、峯島教育総務部長から説明 

（質疑） 

中田教育長：１月７日付けの保護者宛て文書の要旨は何か。 

峯 島 部 長：未定稿であるが、内容としては、今回の件について改めてお詫びすると

ともに、再開に向けた取組状況を中心に、保護者からの主なご意見やご

質問に答える。また、調理現場の作業工程について、写真を入れた説明

資料を添付する。 

山 本 委 員：２回続けて異物混入があったが、１件目は過失によるもので悪意はなか

ったのに対し、２件目は故意によるものであり、全く性質が異なる。今

後の取組として、職員のコミュニケーションの徹底のための研修の実施

とよりよい職場環境の充実が挙げられているが、チーム給食センターと

して考えたときに、良い人間関係が構築されているかが非常に重要であ

ると思う。さまざまな対策を講じても、悪意のあるものに対しては無防

備であり対応は難しい。職員が誇りと自信を持ち、子ども達の安全安心

な給食を提供するという意識を持って働くことが重要であり、給食セン
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ターの組織マネジメントが重視される。温かい人間関係があって初めて、

仕事にやりがいが感じられるのではないか。充実した仕事に専念できる

よう、組織マネジメントの視点から、給食センターの運用を考えていた

だきたい。 

中田教育長：山本委員のご意見のように、今、職員の誇りが特に求められている。職

員一人一人が子ども達の安全安心な給食を提供しているという意識を持

ち、モラルを向上させることが大事である。そのためには、子ども達か

ら給食センターにメッセージをいただいたり、職員が学校現場で子ども

達の給食風景を見たりするなどの取組が必要であると考えている。教育

委員の皆様にもご意見をいただきながら、検討していきたい。 

飯 島 委 員：１件目は施設の老朽化による事故であり、２件目は意図的なものである。

事務局では、施設と人間関係の両方に目を配って今後の対応を考えてい

ただいているということである。しかし、資料にある施設の写真を見る

とかなり老朽化が激しいように思われるが、他にも作業や職員のモチベ

ーションに支障を来す古い設備などがあれば、食の安全のためにご尽力

いただきたい。また、センター方式と自校式のメリット・デメリットを

考えたとき、センター方式には、給食を食べる子ども達と調理員とのコ

ミュニケーションがないというところに問題があると思うので、ぜひ交

流の機会を設けてほしい。 

山 本 委 員：確かに、学校現場における自校方式の良さは、給食調理員と子どもたち

が顔を合わせて交流できるという点である。その交流によって、調理員

が子ども達に元気に頑張ってほしいという思いを持ったり、子ども達の

感謝の気持ちが調理員に伝わったりすることが、給食をよりよいものに

する。教育長と飯島委員のご意見のように、そのような交流の機会を設

けられるよう、事故対応としてではなく、今後の給食の在り方として考

えてほしい。 

神 澤 委 員：チェック体制の強化のために作業指導員を増加するとのことであるが、

人が足りないために困ったことが起きているのではないかと思う。人的

配置や予算措置、職員研修に対する時間や労力への配慮をお願いする。 

審議結果 【報告のとおり承認】 

 

○日程第６ 報告第３号 平成２７年生駒市議会第５回（１２月）定例会提出議案の結

果について 

・平成２７年生駒市議会第５回（１２月）定例会提出議案の結果について、真銅教育

総務課長から説明 

（質疑） なし 

審議結果 【報告のとおり承認】 

 



 

 4 

○閉会宣告 

午前１０時１７分 閉会 


